









i図書 の 紹 介,
中国少数民族服飾
今 夏,7月1日 か ら17日まで,京 都府 立 総 合 資 料館 で,中 国55少数民 族 服 飾展 が 開 か れ
た。 それ と前 後 して,「 中国少 数 民族 服 飾 」 が中 国 人民 美術 出版 社 と美 乃美 との共 同作 業 と
して出版 された 。 この 出版 物 は二 種 類 あっ て,一 方 は 図版 が オー ル ・カラー の 豪華 本 と,
他 は大 半 の図 版 がモ ノ クロー ム に な って い る普 及 版 とで あ る。両 書 の 内容 は序 文 や少 数 民
族 につ い て の説 明 文 で は同 一 で あ る が,図 版 につ い て は,必 ず しも同 じもの で は な い。 ま
た,普 及版 の末 尾 には 中国 中央 民 族 学 院民 族 研 究 所民 族 文物 研 究 室主 任 の楊権 氏 と同研 究
室 副 主任 の尹 素 郷 氏 の 「豊 富 多彩 な中 国 少数 民 族 の服 飾 」 と題 す る記 事 が見 られ る。
さて,本 書(正 し くは二 冊 にな る が)を と り上 げ た企 図 を一 考 して い た だ きた い 。 とい
うのは,中国 は戦 後 久 し く,近くて きわめ て遠 い国 と して の存 在 で あっ た 。近 時,国 交 が開
か れて,新 た な視 野 の下 に現代 の 中国 の イメ ー ジが私 た ちの 前 に明 る くな っ て来 た とい う
情 況 に あ る。 中 国 へ の渡 航 も自 由 に な り,日 本 か ら多 くの人 が 中国 を訪 れ て,隣 国 の 事情
もか な り理 解 さ れ てい る,と もい え る。 中国 に関 す る種 々 な情 報 も豊 富 に な っ た とは い え,
まだ まだ,私 た ちの知 らな い中 国 の映 像 が存 す る。私 自身 も,本 書 を手 に す る まで,中 国
に これ ほ ど多 くの,即 ち55種もの少 数 民族 が存 す る こ とを知 らな か った 。
中国 につ い て語 る時,シ ル クロ ー ドの位 置 づ けは,き わめ て興 味 あ る事 象 で あ り,東 西
文化 交流 の あ と づ け と して,重 要 な意 味 を持 つ こ とは 事実 で ある。 しか し,同 時 に,私 た
ちは,そ れ だ け で な く,中 国 内部 に お け る文化 事 象 と して未 知 の世 界 にふ れ うる機 会 は実
に 多 い とい え よ う。 本 書 は,そ の未 知 の ヴェ ー ル を一 つ は が して くれ る役割 を持 つ もの と
い える。
(元 井 能)
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